
第３回賢島映画祭

写真提供：伊勢志摩経済新聞　カメラマン　泊 正徳氏

http://shima-moviecrews.com/

〒517-0604　三重県志摩市大王町船越3287-9（株式会社ヤマザキ 内）
TEL：0599-72-2412（9：00～ 17：00　土・日・祝日を除く）
e-mail：info@shima-moviecrews.com

日時：平成29年9月3日（日）　9：00～
会場：賢島宝生苑 コンベンションホール「華陽の間」



主催：志摩ムービークルーズ　　協力：賢島宝生苑　　特別協賛：（株）石吉組

後援：
　志摩市　志摩市商工会　（一社）志摩市観光協会　三重県生涯学習センター　志摩青年会議所　志摩ライオンズクラブ　志摩ロータリークラブ　伊勢志摩フィルムコミッション
　三重映画フェスティバル実行委員会　三重エフエム放送（株）　松阪ケーブルテレビ・ステーション（株）　伊勢志摩元気プロジェクト賢島大学

協賛：
　（株）セレモ　（株）ハワイ　（株）ヤマザキ　小林塗装工業　丸文工業（株）　丸文ビル管理（株）　（株）百五銀行　（株）第三銀行　磯和真珠加工　（株）イフミ電気　イワジン真珠（有）
　（有）久政　（株）長福丸水産　天白組　仲屋製材所　（株）ハイパーコミュニケーションズ　森田左官工業　（株）山芳工務店　伊勢志摩ビデオサービス（株）

【上映作品】

【審査員】

① 神さま、 おねがい （9 ： 30 ～ 10 ： 16）
潮風香る街に住む 「楢崎　希 （ならさき のぞみ）」。

父･大助に反抗し、 家を飛び出し東京へ向かうが急死。

1 年後、 希の魂が帰郷するのだが、 自分が亡くなっ

ている事を自覚できず戸惑う。 家路につこうとする途

中で、 出会う人達によって自分が亡くなった事を理解

し、 心残りになっている事を解決しようと動き出す。 や

がて自分の法事が行われているお寺へ赴くことになり、 悲しみに暮れる家族や生気なく小さく

なった父の姿を見る。 さらに親戚の会話から自身の出生の秘密を知ることになり、 希の生前

最大の心残りである父との関係に向き合うため父の記憶に触れる事になるのだが…。

面白味のない日々を暮らす麻来はフラれた元彼女の

結婚式に向かう寸前怖気づき引き返す。

やけ酒を煽り路上でパントマイムを行うリナに絡む。 翌

日リナは麻来の忘れ物を返しに再会。 一緒に海に行く

ことに。

④ 海へ行くつもりじゃなかった （14 ： 00 ～ 14 ： 40）

② 多摩川サンセット （10 ： 26 ～ 10 ： 58）

三十代半ばバイト生活の敦司 （舟見和利） と一郎 （星

能豊） は今日も河川敷で暇を持て余していた。

酔いどれ夫婦 （山家浩、小林美萌） にジョギング女 （鈴

木正子）、 いつもの見慣れた風景だ。

腹を空かせた二人は友人を訪ねるが、 そこには見知

らぬ女、 蓮美 （松井美帆） がいてー

出会いは偶然、 別れは必然、 お前は誰だ、 あんたこそ誰なのよ、 夏の多摩川、 停滞する彼

らのオフビートな世界は、 今日も暮れながらリアリティをまとう。

自らの過去を脚本として書き記していく女流作家。 その物語は、

情緒あふれる台湾へ旅行と称して訪れた自分探しの旅。 過去の

自分は郷愁感じる異国の地で何を想い、 何を得たのか―。

 過去と現在が交錯していく中、 それぞれが執筆する物語にある変

化が起きる。 その変化は次第に大きなうねりとなり、 時間と自我を

越え、 ついには 「ある形」 となり―。

⑤ 台湾奇想曲～ Taiwan Capriccio ～ （14 ： 50 ～ 15 ： 28）

瀬戸内海に浮かぶ小さな島に、父親を探して上海から息子 （夏冬）

と母親がやってくる。

ゆっくりと静かな時間が流れていている島の森の中で、 夏冬は “大

楠さん” に出会う。 島の人々の数え切れないほどの思いを紡ぐ不

思議な力を持った楠の大樹。

大楠を通して、 夏冬は島の人々が抱える消えない悲しみのかけら

に触れる。 あまりの大きな喪失の悲しみに飲み込まれそうになる夏

冬。 そんな夏冬に、 大楠で出会った残留孤児の春代おばあさん

が小さなチンゲンサイの種を託す。 それは日中の架け橋でもあり、

夏冬の家族の心をつなぐ種でもあった。

そして、 夏の終わり。

 瀬戸内海の島で過ごした夏休みが、 人を少しだけ大人する。

③ チンゲンサイの夏休み （11 ： 08 ～ 11 ： 58）
東日本震災から 150 日後の架空の街、 静岡県 ・ 北

伊豆市。

ヒマワリは放射能を吸うと、 頑なに信じ持ち歩いている

東北の少女 ・ 朱美 （齊藤朱海） は老舗温泉旅館を

営む祖母 ・ 景子 （片山万由美） の家に疎開、 住み

込みで働くことになる。

日本の観光地の厳しい現実、 明るく懸命に働く朱美と

温泉場の人々。

しかしその平穏も、 客としてやってきた謎の老人 ・ 松田 （中野誠也） の出現で一変する。

疲弊した温泉場に持ちあがる地熱発電所建設計画。

核を縁 （えにし） に結びつく、 家族の不可思議な運命。

 「日本人の本当の敵は、 地震でも、 津波でも、 原発でも、 政治でもなかった…」

⑥ Sun Flower 向日葵 （15 ： 38 ～ 16 ： 42）

児島 秀樹
（脚本家）

舘岡 悟
（撮影監督）

宇井 孝司
（演出家、監督、脚本家、音響監督）

丸山 和範
（作曲家）

桐島 ココ
（女優）

橋爪 吉生
（志摩ムービークルーズ会長）

【特別ゲスト】


